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§1.はじめに
酸化物高温超伝導体YBCOの実用材料化を開発するときの大きな問題点として、セラ
ミックスであるため加工が困難、層状的結晶構造を持つため結晶異方性が強く反映され
ること、コヒーレンス長が短いため妥値に大きく影響を及ばし試料作製に注意深さが必
要であること等があげられる。現在は、Bi系銀シース導体線材、Y系テープ状あるいは
薄膜状での材料化が図られている。
§2.本研究の目的
従来の薄膜製作方法には、主として物理蒸着法や化学気相蒸着法が用いられている。
近年、特に簡単プロセスにより、低温で薄膜を製作できるゾルーグル法が低コス トの要
求を満たすものとして期待され注目を集めている。このゾルーゲル法は加水分解、縮重
合反応により酸化物を形成する方法で、そのプロセス中にゾルからゲルを経由して低温
焼成でセラミックができることからゾルーゲル法と呼ばれている。
ゾルーゲル法によるコーティングはスプレイー、スピン、ディップコー ト法などがあ
りいずれも簡単なプロセスで低温で薄膜を作製する方法であるが、そこで用いられるゾ
ル溶液は高濃度にするとゲル体となり、ゾル溶液の長期保存に工夫が必要である。また
一般に厚い皮膜を得るには、コーティングと焼成を繰 り返す必要がある。溶液中のゾル
はさらに架橋反応を繰 り返し、薄膜化した際に、部分
的な凝集を引き起こし不均一な密着
性の悪い薄膜となってしまうなど改
良すべき諸問題が多く残されている。
本研究では従来のゾルーゲル法を
改良した、新規な薄膜製作法である
ア ドバンス ト・ゾルーゲル法[1]を
用い、酸化物高温超伝導体YBCO薄膜
を作製することを目的とする。YBCO
の結晶は層状性を持ち二次元的であ
る。その結晶構造を図1に示す。
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§3.Y203,BaO,CuO前駆体溶液の調整法
前駆体溶液調整の流れを図2に示す。
(1)YC13,BaC12,CuOを試料として用いる。
(2)試料を別々に適量 (化合物にしたときのモル比)秤量する。
(3)別々 に数十時間から数百時間還流する。(塩化水素が発生しなくなった時点で反応が終
了したと考え還流を終了する。
(4)それぞれの溶液を冷去口し、その後、濃縮、希釈を行い、Y203前駆体溶液、Bao前駆体溶
液、Cuo前駆体溶液とした。
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§4.二元系の結晶化
二元系の結晶化の流れを図3に示す。
(1)Y203前駆体溶液とBao前駆体溶液、Bao前駆体溶液とCuo前駆体溶液、Y203前駆体溶液
とCuO前駆体溶液の組合わせでそれぞれを混合させる。
(2)ガラス基板にそれぞれの混合溶液を滴下する。
(3)赤外線ランプなどで十分乾燥させる。
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(4)適温で熱処理を行う。
(5)視覚的またX線回折などを用いるなどして、結晶化を確認する。
§5。結晶化した試料のX線回折パターンとまとめ
結晶化した試料のX線回折パターンの 1例を図4に示す。この図は何度もの試行実験によ
ってYBCO系の回折ピークらしきものが1斬く観測されたことを示すパターン図である。さらに
この方法による実験を重ねYBCO薄膜を再現性よく作製できるよう実験を進める予定である。
この研究の遂行にあたり、富山大学大学院理工学研究科物質生命システムエ学専攻、原田
円央君の実験協力及び富山大学工学部物質生命システムエ学科応用化学講座、蓮覚寺聖一教
授の多大の援助教示頂いている。ここに、感謝致します。
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